
ひなたぼっこ からの お便り
2025年１月号

新しい学期がはじまりました。この学期は大きな節目となります。これまで学んできた事柄

を子どもたち一人ひとりが自分のものにできるよう、学校の先生たちは一生懸命です。

それに応えて子どもたちもまた、しっかり授業に集中しているようすです。ひなたぼっこに

入るとすぐ宿題に取り組む様子からうかがい知ることができます。
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★先月配布したアンケートへのご協力をお願いいたします。配布した依頼用紙（QRコード）
が分からなければご連絡ください。

★2月10日（月）は開所致します。ご利用希望の方はご連絡ください。尚、火曜日ご利用の
子どもさんを優先させていただきます。

★子どもさんのご利用時の状況についてお話させていただきたいと思います。来所可能な日
をLINEやお電話、連絡帳にてご連絡ください。

★堀川心理士が「ばっぷくどん」というお便りを発行されています。メールやLINEでお届け
しますので、ご興味のある方はお声かけください。

今年もよろしくお願いいたしますm(_ _)m
放デイの子どもさんは冬休みやお正月の

ことを楽しそうにお話してくれました。児
発では「お正月」ということばにまだピン
と来ない子どもさんもいらっしゃいました。
毎年来るお正月。新たな気持ちで楽しく

過ごせる日になって欲しいと思います。

自由時間の過ごし方に、それぞれの性格やお友だちとの関係が固まってきて、ひとり遊びをす
る子、誰かを誘って一緒に遊ぶ子、心理士に声を掛けてゲームをする子がいます。
心理士とのゲームでは「ルールを守って楽しく遊ぶ」ことを学んでいます。また、勝ち負けに
こだわらない心や、かけ引きをすることとウソをつくことの違いについても学んでいます。
また、空間認知の力を育てるゲーム、手先の器用さを必要とするゲームがあります。一度きり
で終わらず、一回ごとの点数を計算したり、その合計を出したりすることも求められます。うま
く勝てるように作戦を立てるなど、先の見通しを立てる力も養われています。

放課後等デイサービス

12月はクリスマス制作、ルールのある遊びなどを行いました。製作ではクリスマスリースを題
材に1週目はひも通しを行い、指先の動き、集中力、思考力を養う活動をしました。難しい課題
でしたが、スタッフの説明をしっかり見て聞き、ひとりで完成させたり、分からない時は教えて
くださいと言うことができたり、お子さんそれぞれの目標を達成することができました。2週目
の飾りつけは、自由に想像し楽しむことを一番のねらいとしており、飾りつけを楽しみ、完成し
た時の達成感をみんなで味わうことができました。お家でママと飾った！と嬉しい報告もあり、
温かい気持ちになりました。後半はルールのある遊びとして椅子取りゲームとカルタを行い、ひ
なたぼっこルールを加え遊びました。昨年よりルールを守りながら楽しむことができており、負
けたお子さんも周りから学ぼうとする様子が見られました。またやりたい！との声があったので、
1月初めの週も行うことにしました。製作の様子や作品を入り口に掲載しています。来所された
際はぜひご覧ください。
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